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カシュウイモのはなし
庄武憲子

はじめに

サツマイモ、ジャガイモ、サトイモ、ヤマイモ、

イモにはいろいろありますが、皆さん力シュウイ

モというイモをご存知でしょうか？このイモは

ヤマイモの一種で、かつては広く栽培され、食用

にされていたと考えられます。今ではちょっと珍

しくなったこのイモの話をしたいと思います。
かずら

図1が力シュウイモです。蔓状の茎にハート型

の葉をしていて、夏から秋に白と紫の房状の花を

つけます。また秋には蔓に丸いム力ゴをつけます。

地下に直径10cmほどの丸いイモをつけます。イ

モの表面に小さな丸い穴がいっぱいあって、そこ

からひげのような根がのびています。グロテスク

なものですが、食べられます。この写真は、 1996

年秋に木頭村でもらってきたものを栽培して

1997年秋に収穫したものです。

イモと年中行事

日本でよく食べられるイモ類のうち、サトイモ、

ヤマイモは日本人と長いつきあいをしてきた芋で

す。稲作が伝わる以前から栽培されていた可能性

もあるといわれています。このようにいわれるの

には、サトイモやヤマイモが農耕暦に関係する年

中行事で頻繁に使用されることがあります。

例えば、 1年の始まりとされる正月の床の聞に

鏡餅と一緒にサトイモを飾ったり、元Eの朝の食
事に、餅ではなく、サトイモやヤマイモを食べる

ところが日本全国にたくさんみられます。これら

は餅＝水田稲作の他に、イモニ畑作の農耕が重視

されていたあらわれだといわれます。

また、名月を拝む8月15夜や9月13夜を、 「芋名
月」と呼び、イモをお供えする風習があリます。

これらの日をサトイモの掘り始めだとする言い伝

えもあって、名月はイモの収穫儀礼の意味があっ

たといわれています。

カシュウイモとの出会い

私は、こういうイモを使用するいろいろな習俗

に興味をもって、何年もあちらこちらの人をたず

ねて、イモについての聞き取りをしているのです
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ゆすはら

が、 8年前、高知県の構原町で、 1902年（明治35)

生まれのおじいさんに会いました。そのおじいさ

んにイモをつかう年中行事について、いろいろ教

えてもらっていたら、次のような返事がかえって

きました。

「9月13夜の名月は初めて芋を食べる日といっ
て、名月を拝んだ。このときお供えするのはクキ

イモ（これはサトイモの方言です）と力シュウイモ

だった。名月にはかならず力シュウイモを供える

ものだったO 力シュウイモはつくるのに添え木を

たてたりして世話がやけるものだったが、供える

ためにつくっていた。」

これを聞くと力シュウイモが重要なものだった

ことが窺えます。それまで、名月に供えるイモは

サトイモと思いこんでいた上に、初めて力シュウ

イモというイモを閣いたので、このイモはどんな

イモかとあわてて調べました。

力シュウイモは学名 Dioscoreθbυlbif1θfθ とい

うヤマノイモの一種で、日本には野生型の二ガ力

シュウと栽培型の力シュウイモというのが存在す

ることがわかりました。ただ、栽培型の力シュウ

イモについては、稀であるとの説明があリました。

四国南部のカシュウイモ栽培状況

この力シュウイモの存在について、四国南部で

状況を調べてみました。図2がその結果です。

図1 力シュウイモ。



これによると力シュウイモは、四国山地一帯で栽

培されていて、しかも山に深く入れば入るほど、

儀礼に使用される例が多くなる傾向があることが

わかります。

徳島県内では那賀川に沿って聞きとりをしまし

た。その結果、木頭村、木沢村、上那賀町で、かつ

て、正月の雑煮にいれていたという例が聞かれま

した。また、木頭村では、力シュウイモは産後の

食事に使っていたものだという例もありました。

しかし、現在も栽培を続けている人はおらず、以

前栽培していたものが庭の隅などに偶然残ってい
あそう

るという状況でした。川を下って相生町の朝生と

いう集落までは、力シュウイモを昔は栽培してい

たという人を確認できましたが、鷲敷町に入ると、

力シュウイモについて知っている人がいなくなり

ました。

かつては広く利用されていたカシュウイモ

力シュウイモのかつての利用状況をみてみます

と、江戸時代の書物には、仙台、上総、相v1111、遠j1111、

畿内、西州での力シュウイモの記述がみられます

し（細川他編， 1977: 1106 1107）、「毛深いが味

は親さとかしう売り」「毛深いが味はいいよとかし

う売り」などという旬が残されていて（渡辺，

1996: 178）、 現在の焼きいも屋さんのような、力

シュウイモの行商売りもあったようです。その他、

江戸時代の料理の献立集には、力シュウイモを汁

の実や味噌煮、ぬた、なますのつけあわせなどに

するということがのっています（日本風俗史学会

編， 1996 178）。 以上からすると、力シュウイモ

はかつては日本各地で広く栽培されていて、江戸

時代には庶民の生活に密着していたイモであった

と考えられます。

カシュウイモが忘れられた理由

かつて力シュウイモが日本各地で栽培され、広

く利用されていたとすれば、力シュウイモは何ら

かの原因でどんどん忘れさられてしまったという

ことになります。四国山地は、力シュウイモの存

在の記憶を残す地域の っということになるので

しょう。どうして力シュウイモは忘れさられてし

まったのて、しょうか？

かつて、力シュウイモを栽培していた人に聞く

と、ほかにおいしいイモがたくさんできてきたか

らといいます。けれど、力シュウイモを実際に食

べてみると、そんなにまずくはないのです。

力シュウイモが忘れさられてしまった原因は、

よくわかりません。皆さんはどう思うでしょうか。

なにか思いあたることがありましたら、教えてい

ただけたらと思います。

引用文献

細川潤次郎他編（1977）『古事類苑植物部ー』吉川弘文舘

日本風俗史学会（1996）『図説江戸時代食生活事典J雄山闇

渥辺信一郎（1996）『江戸川柳飲食事典J東京堂出版

（学芸員：民俗担当）

力シュウについての事例

。
図2 四国南部の力シュウイモの利用状況。

女 力シュウイモを儀礼に使用する

・力シュウイモの栽培があった（ある）
＊ ニガカシュウが確認される
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インターネットに接続して始めにするのは、ホ

ームページを見ることでしょう。その際、ホーム

ペ ジア ドレスがわかっていれば、ホームページ

閲覧ソフ 卜 （ブラウザ）にそれを入力することで

ページを見ることができます。アドレスがわから

なくても、ホームページを検索するためのページ

があるので、そこでキ ワ ドを入れて目的のペ

ージが検索できます。

徳島県立博物館では、登録者に毎月 回程度、

各月の催し物案内（行事名、内容、日時など）

をインターネッ トの電子メールで送るサービス

を無料で、行っています。

ご希望の方は、次のように必要事項を記入し

て、 mfukyu@staff.comet.go.jpに電子メール

でお送リ下さい。
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・電予メールを活用しよう

｜ 役立つページ ｜ 
ホームページの検索

http:/ /www.yahoo.eo.jp/ 

http://www.goo.ne.jp/ 

http://1.1vww.nmt.ne.jpFmogawa／「nus_search.ht「nl

博物館に関するページのリンク

http:/ /www.ask.o「.jpFmuseum/index_l.html

http://candy.hus.osaka u.ac.jp/esthome/matusita/ 

Museum/Museum.html 

電吾メールサービス

・ http://rap.tegami.com/mag2/index.htm 

メーリングリストの一覧

・ http://mlnews.com/ml/ 

＝＝＝登録用紙宛先m-fukyu@staff .comet.go.JP== 

タイ トル電子メ ルによる催し物案内希望
氏名：

郵便番号・ 一一一一一
住所

電話番号．
年令・

性 別

E-mailアドレス：



食卓博物館
スーパーマーケット博物学

スーパーマーケッ 卜で売っている生きものを観

察しましょう。私たちが日頃、食べている生きも

の （おかず）もじっくり観察してみると、なかな

かおもしろいものです。観察に集中すると、見な

れたものでも生き生きと見えてきます。今回とり

あげるのはジャノメガザミとアサリです。どちら

もおいしいですね。

ジャノメガザミ

ジャノメとは「ヘビ （蛇）の眼」の意味で、甲

らにある目玉模様からきています。徳島で売って

いるガザミには数種類ありますが、ジャノメガザ

ミは甲らに3つの目玉模様をもつので、簡単に見
分けることができます （図1）。

ガザミのなかまは「渡リガ二」と呼ばれるよう

に、泳いで移動することで知られています。泳ぐ

ことは体の構造にしっかりと現れています。5対

ある足の最後の対は平たくなっていますが、ガザ

ミのなかまはこの平たい足をこいで泳ぐのです。

力二は一般に横に歩きますが、ガザミのなかまは

泳ぐときも横向きに泳ぎます。

では、他の足も見てみましょう。最初の足はハ

サミになっていて、食べものをはさんだり、ちぎ

ったりするのに使います。第2～4番目の足は歩
くのに用います。このように足の構造がうまく分

業されていることがわかります。

酋芸島のマングロ ブ林でガザミが泳ぐのをみ

たことがあります。横向きに泳ぐ姿にはなかなか

愛婿がありました。

図1 ジャノメガザミ。
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アサリの模様

アサリには模様がついていますが、その模様は

ひとつひとつ違っています （図2）。 ここではな
ぜひとつひとつ遣っているのかについての一つの

説をご紹介しましょう。

アサリは鳥に食べられますから、アサリにとっ

ては鳥に食べられにくい模様をもつことが有利に

なります。もしアサリの模様がみな同じ黒一色だ

としましょう。そうすると鳥は「アサリは黒い貝」

というイメージをもつことができます。鳥はアサ

リを探す時、「黒い貝」というイメ ジでアサリ

を効率よく探すことができます。ここで、黒いア

サリのなかにモザイク模様のアサリが現れたとし

ましょう。このモザイク模様のアサリは、「黒い

貝」ではないという理由のために鳥によってアサ

リとは見なされず、食べられる機会が減ることが

予想されます。要するに回りのアサリとは異なる

模様をもつことが鳥に食べられる機会が減って有

利になるというわけです。まさに、この理由のた

めにいろいろな模様をもったアサリが出現し、結

果として今のようにひとつずつの模様が異なるよ

うになったというわけです。

普段、なにげなく眺めていたアサリの模様にも、

こういう鳥との食べる・食べられるの関係や、ま

わりのアサリとの関係が反映されているらしいの

です。同様に同じ種類でも模様が1匹ずつ異なる

例は、他の貝や毘虫、クモヒトデなどでも知られ

ています。

（動物担当田辺力）

図2 アサリの模様。



トリパネアゲハ類は、東南アジア～オース卜ラリ

ア区を代表する大型のアゲハチョウのなかまです。

大きく、トリパネアゲハ属（Ornithoρtθra）、ア力工

リトリパネアゲハ属（Trogonopθtra）、キシタアゲ

ハ層（Troidθs）の3つのグループに分けられます。
キシタアゲハ層は、後ろパネに大きな黄色の紋

を持つ種が多いために、このような名前がつけら

れています。属としての分布は、台湾や中国南部、

インドシナ半島からオ ストラリアまでの広い範

囲におよび、現在19種が知られています。

ア力工リトリパネアゲハ属は、マレ一半島から

インドネシアのスマトラ島、ボルネオ島、パラワン

島などに分布し、ア力工リ卜リパネアゲハとパラワ

ンア力工リトリパネアゲハの2種しか知られてい
ません。胸の前線部の毛が赤色なので、このよう

に呼ばれています。

アレキサンドラトリパネアゲハやメガネトリパネ

アゲハなどの最も有名な種は、トリパネアゲハ属

に入ります。属としての分布は狭く、インドネシア

の東部の島々からニューギ二ア、ソロモン諸島、

オーストラリアの北東部に限られます。オスは青

や緑色の金属光沢のある模様を持つ種が多く、黒

地にオレンジ色のIJI紋を持つ種もいます。それに
対し、メスの色彩は、黒と黄白色、檀黄色のみの地

味なものがほとんどです。雌雄の形態や色彩の遣

いがたいへん大きく、 同種とは思えないほどです。

しかし，メスは非常に大型で、とくにアレキサンド

ラトリパネアゲハのメスは、世界で 番大きいチ

ョウです。

トリパネアゲハ層の種は、古くから愛好家や研

究者たちのあこがれのチョウでした。ヨ ロッパ

図1 ゴライアストリパネアゲハ ♂。
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図2 ゴクラクトリパネアゲハ ♂。

やアメリ力の大富豪や博物館などは、採集人を雇

ったり生物調査隊を組織したりして、ソロモン諸

島やニューギ二アに採集に行かせたので、多くの

標本が欧米にもたらされました。

卜リパネアゲハのなかまの種や亜種の分布域は

きわめて狭い範囲に限定されるものが多く、さら

に生息域が熱帯のジャングル地帯ということもあ

って、採集は難しいものが多いようです。ここに

示したヒレオ卜リパネアゲハも、ごく最近までほ

とんど採集されておらず、きわめてまれな種の一

つでした。

今ではほとんどの種の飼育が可能となり，各国

政府の許可を得て，輸出や販売も行われるように

なりましたが，かつてに国外へ持ち出したり販売

をする事はワシントン条約で禁止されています．

トリパネアゲハ類はたいへん見ごたえがあり、

また、アゲハチョウ科の展示や系統関係などを考

えるときにも格好の材料です。博物館でもひと通

り展示できるように、各グループごとにほとんど

の種を収集しています。

（動物担当大原賢二）

図3 ヒレオトリパネアゲハ左：♂ 石：♀。



レ：：；）-.:p世レレスQ-&A

Q.室町幕府の将軍がまじない札を配っていたと間いたの

ですが、そんなことが本当にあったのですか？

A附山と閉まはい札を
配ったという事実はありません。しか

し、阿波に居住した将軍の一族が、ま

じないに関係したという話は伝えられていま

す。ただし、それは江戸時代のことです。

まず、阿波に住んだ将軍家の一族についてお

話ししましょう。室町幕府11代将軍足利義澄の

子であった足利義維 （後に義冬に改名、 1509

～15'73）は、阿波国守護細川之持に養育され
ました。大永7年 C152'7）堺に上陸し、京都に

入りますが、後見人だった三好元長が自害した

ため、淡路に逃れました。その後、天文3年

(1534）、阿波国守護細川持隆によって阿波に

迎えられ、那賀郡平島庄 （現 那賀川町）に住

むことになりました。その後、義冬はいったん

周防 （現 山口県）に移り、さらに阿波に戻っ

て生涯を終えています。長男義栄 C1538～ 

1568）は14代将軍になりましたが、次男義助
( 1541へ，1592）とその子孫は、平島に留まり

ました。このように平島に住んだ足利氏の当主

を阿波公完 （平島公方）といい、義冬を初代と

数え、9代義根 （1'74'7～1826）が文化2年

C 1805）に京都に移るまで続きました。

この阿波公方がまじないに関係しています0

4代義次 C1596～1680）のとき、館のすす払

いをしていると、床下にマムシなどの死骸がた

くさんあったことから、足手lj将軍家の威光を恐

れて毒蛇が死んだといううわさが立ったという

のです。この話を聞いて、マムシよけの守札を

求める人々が相次いだため、公方家では「阿j1J1J

. . 亀

図1 当館蔵。

足利家」と書いて「清和源氏之印」という朱印

を押した札を発行するようになり、義根の代ま

で続いたそうです。

阿波公方が配ったという守札は、県内各地に

，伝わり、また、大きさもさまざまです。札を懐

に入れて野山に出るとマムシにかまれないとか、

へビに見せれば追い払えるなどと信じられてい

ました。一般に見られるのは、図1のような形

式で書かれたもので、阿波公方の館跡にたつ那

賀川｜町立歴史民俗資料館に展示されている札も

同様の形式のものです。なかには、鴨島町の冨

樫栄一氏宅に伝わっていた札のように、横書き

で「足利家」と大書された珍しいものもありま

す （図2）。
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ちなみに、平島では「くちなは阪まず、はみ

肢まず、 平島生まれの成の年の男」と3度唱え

れば、マムシに殴まれないという言い伝えがあ

るそうです。成年は足利義栄が生まれた天文7

年 C1538）のことを指しているようです。

ところで、阿波公方とマムシよけの信仰がな

ぜ結びついたのかは分かりません。少なくとも、

足利将軍の一族であれば、名門であり、その貴

種性ゆえに信望を集めたことは容易に考えられ

ます。そうした足利家に対する意識が、特異な

呪力をもっというイメージを植え付けることに

なったのかも知れません。それは同時に、人々

の徳島藩への反抗意識と重なるものであったと

も思われます。それにしても、なぜマムシなの

かは、やはり謎です。

（歴史担当長谷川賢二）

図2 冨樫栄一氏蔵（当館保管）。



1月か53月までの博物館普及行事 あなたも参加してみませんか ？

シリーズ イ7 事 名 実施日 実施時間 対 象 （ 人 数 ）

野外自然かんさつ 地質ハイキング 3月21 B （日） 12 3J～16 3コ 小学生から一般 C4 0名）

※定住のはじまり ｜岩穫と竪穴式住居 ｜ 1月 98 （土） 14 00～15 00 小学生から一般 C5 0名）

土曜講座 ※中世の聖と賎 2月13 8 （土） 14 00～15 CJ 小学生から 般 C5 0名）

※阿讃山地南麓の中央構造線 3月13 8 （土） 14 00～15 00 小学生から一般 C5 0名）

落ち葉の中の生きものたち 1月24 8 （日） 14 DC～16 00 小学生から一般 C4 0名）

室内実習 たんけん！ ！博物館 2月 7B （日） 13 00～15 00 小学生から一般 （2 5名）

古美術品を楽しむ 3月14 B （日） 13 30～15白 00 中学生から一般 C2 5名）

体験学 習 右やりをつくろう 2月21 B ＜日） 13 30～16 00 小学生から一般 C3 6名）

水辺の生活と環境① 1月23巴（土） 14 00～15 30 

ミュージアムト ク 水辺の生活と環境(2) 2月27巴（土） 14 oc～15 30 
①①Q)の3回連続出席できる方のみ
小学生から一般 C5 0名）

水辺の生活と環境① 3月27日（土） 14 0 2～15 30 

．※は申し込み不要です。その他は往復はがきでお申し込みください。（各行事の 1力月前から10目前までに届くように）

．くわしいことは博物館にお問い合わせください。
＊＇峰 4陪骨＊＊，時者養4降普.，隆義4降.静養器＊＊＊，培養器＊＊＊-I培養勢発＊＊，降骨骨＊＊，隆義骨骨骨骨静養養器義勢4培養4陪4降＊＊普.普＊＊＊，時＊＊＊，時4培養持勢4静養餐発脅＊＊係各，...時特件発発骨骨骨＊＊骨骨静養券発静静静骨骨骨4時骨骨骨.，時骨骨骨骨骨陸後4降.骨骨4隆義勢＊＊＊＊

第 2・第4土曜日は 『クイズラリーJで遊ぼう！
博物館では、 9月から 「徳島県立博物館クイズ
ラリー」を始めました。

小 中・高校生のみなさんは、 学校週5日制の
実施に伴って休日となる第2.第4土曜日には、
博物館常設展示を無料で見られるということを知

っていますか？今までにも、たくさんのみなさん

がこの日を利用して博物館に来ていましたが、 熱

心に見ている人は少なかったように思います。

そこで、せっかくの機会に、もっと博物館を有

効に利用してもらおうと考え、クイズラリーを企

画しました。これは、展示資料についてのクイズ

を解きながら、展示を見てもらおうというもので

す。クイズを解くことで、 資料についての理解を

深めたり、いろいろな疑問を持ったりして、今後

チラノサウルスの骨格の前で。

博物館ニユース No.33 

のみなさんの勉強 （研究）に活かしてもらえるの

ではないかと思います。問題の数は4間程度で、
小学生のみなさんにも理解できるよう作成してあ

ります。少し難しい問題には、 博物館のやさしい

お姉さんたちがお手伝いしてくれます。最後まで

がんばって問題を解いてくれたみなさんには、記

念品を用意してあります。もちろん、参加料はい

りません。

今までに参加したみなさんには大愛好評で、な

かには何回も続けて参加している人もいます。こ

の機会に、ご家族で一緒に参加したり、友達と

緒に競争したりしながらやってみるのもおもしろ

いと思います。 クイズの問題と記念品は、毎月変

わります。ぜひ挑戦してみてください。

記念昂を手にしたみなさん。

発行年月日 1998年12月1日

編集 ・発行 徳島県立博物館

干7708070 徳島市八万町向寺山 fl0886-68-3636 
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